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1. 2024年12月期第3四半期の連結業績（2024年1月1日～2024年9月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2024年12月期第3四半期 20,322 △14.2 1,035 △4.6 1,042 △4.4 579 △13.2

2023年12月期第3四半期 23,697 0.4 1,085 17.7 1,091 10.0 667 15.0

（注）包括利益 2024年12月期第3四半期　　685百万円 （△13.1％） 2023年12月期第3四半期　　788百万円 （8.5％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後

1株当たり四半期純利益
円 銭 円 銭

2024年12月期第3四半期 530.26 ―

2023年12月期第3四半期 610.56 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2024年12月期第3四半期 30,675 17,800 51.0

2023年12月期 30,118 17,397 50.9

（参考）自己資本 2024年12月期第3四半期 15,635百万円 2023年12月期 15,331百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2023年12月期 ― 80.00 ― 150.00 230.00

2024年12月期 ― 100.00 ―

2024年12月期（予想） 100.00 200.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

（注）2023年12月期　期末配当の内訳　普通配当　80円00銭、特別配当　70円00銭

3. 2024年12月期の連結業績予想（2024年 1月 1日～2024年12月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 28,000 △13.1 1,220 △7.3 1,200 △9.8 700 △16.6 640.41

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ： 有

新規 1 社 （社名） 株式会社ヒョウ工務店 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（注）詳細は、添付資料Ｐ．７「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項（四半期連結財務諸表の作成に特有の
会計処理に関する注記）」をご覧ください。

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2024年12月期3Q 1,153,263 株 2023年12月期 1,153,263 株

② 期末自己株式数 2024年12月期3Q 60,302 株 2023年12月期 60,212 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2024年12月期3Q 1,092,985 株 2023年12月期3Q 1,093,171 株

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー ： 有（任意）

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達
成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び
業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料Ｐ．２「１．経営成績等の概況（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧く
ださい。
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１．経営成績等の概況

（１）当四半期の経営成績の概況

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、社会経済活動の正常化が進む中、雇用・所得環境が改善する

とともに個人消費やインバウンド需要など、緩やかな回復基調が続きました。一方で、資源・エネルギー及び原材

料価格の高騰や世界情勢の緊迫化、円安や物価上昇等による国内景気への影響など、依然として先行き不透明な状

況が続いております。

建設業界におきましては、民間企業の建設投資は引き続き堅調に回復していますが、全国的に大規模物件の開発

が増加していることから、資材価格や慢性的な労務費の高騰に伴う建設コストの上昇による収益性の低下が懸念さ

れます。

このような状況のもと、当社グループにおきましては、８月にＭ＆Ａにより兵庫県下の工務店を取得し、事業活

動の強化に努めました。

当社グループの業績につきましては、１棟売を目的とした収益マンションの売却が行われたものの、大型物件工

事の着工時期の遅れなどから、売上高は前年同期比14.2％減の20,322百万円となりました。

利益につきましては、従業員の給与見直しに伴う人件費の上昇や、設計事務所及び工務店を取得したことによ

り、Ｍ＆Ａ仲介手数料を計上し販売費及び一般管理費が増加したこと等から、営業利益は前年同期比4.6％減の

1,035百万円、経常利益は前年同期比4.4％減の1,042百万円、親会社株主に帰属する四半期純利益は前年同期比

13.2％減の579百万円となりました。

セグメントごとの経営成績は次のとおりであります。

なお、第１四半期連結会計期間より、報告セグメントの区分を変更しております。詳細は、「２.四半期連結財

務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項（セグメント情報等の注記）」に記載のとおりで

あります。前年同期比較については、前年同期の数値を変更後のセグメント区分に組み替えた数値で比較分析して

おります。

また、下記のセグメント別営業利益には、セグメント間の内部取引に係る金額を含んでおります。

＜建設事業＞

建設事業セグメントに関しましては、１棟売を目的とした収益マンションの売却が行われたものの、大型物件工

事の着工時期の遅れなどから、売上高は前年同期比26.3％減の10,574百万円、営業利益は前年同期比12.1％減の

650百万円となりました。

＜住宅事業＞

住宅事業セグメントに関しましては、引渡棟数の増加に伴い、売上高は前年同期比4.2％増の9,569百万円、営業

利益は前年同期比14.3％増の389百万円となりました。

＜その他事業＞

その他事業セグメントに関しましては、売上高は前年同期比8.3％増の178百万円となりました。利益につきまし

ては、新型コロナウイルス感染症が５類感染症に移行し飲食による利益が増加したことから、営業利益は前年同期

比157.7％増の7百万円となりました。

（２）当四半期の財政状態の概況

当第３四半期連結会計期間末の資産につきましては、当社において工事代金の回収により受取手形・完成工事未

収入金等が減少しましたが、将来的な事業資金確保のために運転資金の調達を行ったこと等により現金預金が増加

したことから、30,675百万円（前連結会計年度末は30,118百万円）となりました。

負債につきましては、当社において工事進捗の影響により支払手形・工事未払金等が減少しましたが、金融機関

からの資金調達により長期借入金が増加したこと等から、12,875百万円（前連結会計年度末は12,720百万円）とな

りました。

純資産につきましては、親会社株主に帰属する四半期純利益による利益剰余金の増加等により17,800百万円（前

連結会計年度末は17,397百万円）となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

業績予想につきましては、2024年２月14日の「2023年12月期 決算短信」で公表いたしました通期の業績予想に

変更はありません。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2023年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2024年９月30日)

資産の部

流動資産

現金預金 1,887,822 3,961,620

受取手形・完成工事未収入金等 5,000,968 3,237,012

棚卸資産 6,033,735 6,124,061

預け金 35,094 85,557

その他 297,875 343,248

貸倒引当金 △3,557 △2,277

流動資産合計 13,251,938 13,749,221

固定資産

有形固定資産

建物・構築物（純額） 4,056,872 3,885,742

機械・運搬具（純額） 1,093,248 976,955

工具器具・備品（純額） 732,736 729,983

土地 9,236,822 9,243,008

リース資産（純額） 76,516 133,107

建設仮勘定 24,921 －

有形固定資産合計 15,221,116 14,968,798

無形固定資産

のれん － 237,449

リース資産 48,287 36,624

その他 21,323 27,064

無形固定資産合計 69,610 301,138

投資その他の資産

投資有価証券 686,529 729,125

繰延税金資産 440,878 465,523

その他 458,234 471,889

貸倒引当金 △9,747 △9,747

投資その他の資産合計 1,575,894 1,656,791

固定資産合計 16,866,621 16,926,728

資産合計 30,118,560 30,675,950

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2023年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2024年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金等 2,188,661 1,692,607

短期借入金 3,150,000 1,230,000

１年内返済予定の長期借入金 611,582 1,092,268

リース債務 57,010 74,973

未払法人税等 120,537 159,381

未成工事受入金 1,642,976 1,371,821

賞与引当金 167,566 354,809

役員賞与引当金 20,350 －

完成工事補償引当金 9,610 22,391

工事損失引当金 1,780 5,781

資産除去債務 34,000 34,000

その他 837,570 850,793

流動負債合計 8,841,646 6,888,827

固定負債

社債 300,000 300,000

長期借入金 1,940,809 3,866,586

リース債務 70,664 91,797

退職給付に係る負債 777,986 870,666

役員退職慰労引当金 146,134 203,508

資産除去債務 282,595 291,423

その他 361,105 362,455

固定負債合計 3,879,295 5,986,438

負債合計 12,720,941 12,875,265

純資産の部

株主資本

資本金 764,815 764,815

資本剰余金 705,825 705,825

利益剰余金 13,833,967 14,140,282

自己株式 △110,990 △111,439

株主資本合計 15,193,617 15,499,483

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 135,412 162,314

退職給付に係る調整累計額 2,325 △26,449

その他の包括利益累計額合計 137,737 135,864

非支配株主持分 2,066,263 2,165,336

純資産合計 17,397,618 17,800,684

負債純資産合計 30,118,560 30,675,950
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2023年１月１日
　至　2023年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2024年１月１日

　至　2024年９月30日)

売上高 23,697,269 20,322,515

売上原価 19,194,420 15,550,754

売上総利益 4,502,849 4,771,761

販売費及び一般管理費 3,416,895 3,736,077

営業利益 1,085,953 1,035,684

営業外収益

受取利息 4,899 6,054

受取配当金 5,091 7,489

持分法による投資利益 6,832 4,303

貸倒引当金戻入額 608 1,280

その他 12,773 14,859

営業外収益合計 30,205 33,986

営業外費用

支払利息 17,985 26,702

その他 7,068 373

営業外費用合計 25,054 27,076

経常利益 1,091,105 1,042,593

特別利益

固定資産売却益 － 0

投資有価証券売却益 14,785 －

特別利益合計 14,785 0

特別損失

固定資産除却損 1,823 149

特別損失合計 1,823 149

税金等調整前四半期純利益 1,104,066 1,042,445

法人税等 350,356 355,138

四半期純利益 753,710 687,307

非支配株主に帰属する四半期純利益 86,266 107,738

親会社株主に帰属する四半期純利益 667,443 579,568

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2023年１月１日
　至　2023年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2024年１月１日

　至　2024年９月30日)

四半期純利益 753,710 687,307

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 34,915 26,902

退職給付に係る調整額 96 △28,775

その他の包括利益合計 35,012 △1,872

四半期包括利益 788,722 685,434

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 702,455 577,695

非支配株主に係る四半期包括利益 86,266 107,738

（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理に関する注記）

（税金費用の計算）

税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税

率を使用する方法によっております。
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（単位 ： 千円）

報告セグメント
その他

（注）１
合計

調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書

計上額
（注）３

建設 住宅 計

売上高

一時点で移転される財又は

サービス
4,121,618 8,060,576 12,182,195 164,858 12,347,053 － 12,347,053

一定の期間にわたり移転さ

れる財又はサービス
10,052,740 381,477 10,434,218 － 10,434,218 － 10,434,218

顧客との契約から生じる収

益
14,174,358 8,442,054 22,616,413 164,858 22,781,271 － 22,781,271

その他の収益 178,225 737,772 915,998 － 915,998 － 915,998

外部顧客への売上高 14,352,584 9,179,827 23,532,411 164,858 23,697,269 － 23,697,269

セグメント間の内部売上高

又は振替高
225,529 4,082 229,611 66 229,678 △229,678 －

計 14,578,113 9,183,909 23,762,022 164,924 23,926,947 △229,678 23,697,269

セグメント利益 740,164 340,487 1,080,652 2,936 1,083,588 2,364 1,085,953

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　2023年１月１日　至　2023年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、飲食事業であります。

２．セグメント利益の調整額は、全額セグメント間取引消去であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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（単位 ： 千円）

報告セグメント
その他

（注）１
合計

調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書

計上額
（注）３

建設 住宅 計

売上高

一時点で移転される財又は

サービス
4,269,179 8,483,267 12,752,447 178,557 12,931,004 － 12,931,004

一定の期間にわたり移転さ

れる財又はサービス
4,756,175 321,514 5,077,689 － 5,077,689 － 5,077,689

顧客との契約から生じる収

益
9,025,355 8,804,781 17,830,137 178,557 18,008,694 － 18,008,694

その他の収益 1,548,973 764,847 2,313,821 － 2,313,821 － 2,313,821

外部顧客への売上高 10,574,328 9,569,629 20,143,958 178,557 20,322,515 － 20,322,515

セグメント間の内部売上高

又は振替高
354,185 5,241 359,427 69 359,496 △359,496 －

計 10,928,514 9,574,871 20,503,385 178,626 20,682,011 △359,496 20,322,515

セグメント利益 650,237 389,323 1,039,561 7,567 1,047,128 △11,444 1,035,684

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　2024年１月１日　至　2024年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、飲食事業であります。

２．セグメント利益の調整額は、全額セグメント間取引消去であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

(のれんの金額の重要な変動）

「建設事業」セグメントにおいて、株式会社ヒョウ工務店の株式を取得し連結子会社としたことに伴い、のれ

んが発生しております。なお、当該事象によるのれんの増加額は、当第３四半期連結累計期間においては237,449

千円であります。

３．報告セグメントの変更等に関する情報

第１四半期連結会計期間より、事業を効率的に運営するために当社の組織体制を変更したことに伴い、事業セ

グメント区分について、従来、報告セグメントとして記載しておりました「設備事業」を「建設事業」に含める

こととしております。また、「不動産賃貸事業」に関しましては、業績の評価単位を「建設事業」及び「住宅事

業」に付随するものとして、それぞれの事業に含めることとしております。従来「その他」に含まれていた一部

の事業につきましても、「建設事業」及び「住宅事業」に含めることとしております。

これに伴い、報告セグメントを従来の「建設事業」「設備事業」「住宅事業」「不動産賃貸事業」の４区分か

ら、「建設事業」「住宅事業」の２区分に変更しております。

なお、前第３四半期連結累計期間のセグメント情報は、変更後の報告セグメントの区分に基づき作成しており

ます。
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（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

前第３四半期連結累計期間
（自  2023年１月１日

至  2023年９月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自  2024年１月１日

至  2024年９月30日）

減価償却費 363,870千円 357,215千円

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四

半期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。
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独立監査人の四半期連結財務諸表に対する期中レビュー報告書

2024年10月28日

美樹工業株式会社

取締役会　御中

仰星監査法人

　大阪事務所

指定社員
業務執行社員

公認会計士 稲積　博則

指定社員
業務執行社員

公認会計士 西田　直樹

監査人の結論

当監査法人は、四半期決算短信の「添付資料」に掲げられている美樹工業株式会社の2024年１月１日から2024年12月31

日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（2024年７月１日から2024年９月30日まで）及び第３四半期連結累計期

間（2024年１月１日から2024年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連

結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について期中レビューを行った。

当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸

表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただ

し、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと

信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。期

中レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記載さ

れている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立しており、ま

た、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判

断している。

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の

省略が適用されている。）に準拠して四半期連結財務諸表を作成することにある。これには、不正又は誤謬による重要な

虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれ

る。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一

般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定め

る記載の省略が適用されている。）に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する

責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から四半期連結

財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じて、
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（注）１．上記の期中レビュー報告書の原本は当社（四半期決算短信開示会社）が別途保管しております。

２．XBRL データ及び HTML データは期中レビューの対象には含まれていません。

職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー手

続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年

度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、株式会社東京証券取引所の四半期

財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準

（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されて

いないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認めら

れる場合は、期中レビュー報告書において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性

に関する四半期連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論

を表明することが求められている。監査人の結論は、期中レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将

来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及

び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基

準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと信じさせる事項が認められな

いかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、四半期連結財務諸表の期中レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監査人

の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発見

事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合

又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上
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